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戸
町
消
防
団
初
午

３
 木
村
秀
政
賞
６
人
が
受
賞

４
 東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

４
 子
宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

　
 ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
料
に

５
 農
地
の
受
け
手
に
な
る
人
に
規
模
拡
大
加
算
金
を
交
付

８
 公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
で
住
み
よ
い
環
境
を

10 自
衛
官
募
集

11 地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
支
援

12 郷
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探
訪
「
ふ
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あ
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」
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「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑮

　
五
戸
八
幡
宮
の
和
気
清
磨
像
ほ
か
」

タ
ー
ン
　
バ
ッ
ク

町の人口
（前月対比） 

　男　 9,430人　（－13）

　女　10,109人　（－４）

総人口19,539人　（－17）

世帯数 6,990世帯（－２）
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用
さ
れ
て
い
た
。

　
天
満
の
現
局
舎
（
平
成
元
年
10

月
９
日
完
成
）
は
４
回
目
の
移
動

と
な
る
。

【
五
戸
八
幡
宮
の
和
気
清
磨
像
】

　
昭
和
12
年
夏
、
五
戸
八
幡
宮
の

裏
山
に
高
さ
約
６
㍍
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
像
が
建
て
ら
れ
た
。

　
五
戸
銀
行
を
創
設
し
た
三
浦
善

蔵
爺
さ
ん
が
74
年
前
、
建
設
し
た

和
気
清
磨
像
と
い
わ
れ
る
（
異
説

は
建
設
者
三
浦
善
蔵
）。
高
台
か

ら
八
戸
の
市
川
海
岸
ま
で
見
え
た

と
年
寄
り
は
語
る
。

　
十
勝
沖
地
震
の
時
は
、
石
像
が

２
㍍
の
台
座
か
ら
転
げ
落
ち
た
と

い
う
が
、
無
傷
だ
っ
た
と
見
た
町

民
は
さ
さ
や
く
。

　
四
国
の
金
毘
羅
大

権
現
を
ま
ね
て
、
33

体
の
地
蔵
尊
が
お
宮

か
ら
坂
道
に
並
ぶ
。

江
戸
末
期
の
分
限
者

（
金
持
ち
）
が
寄
附

し
た
も
の
で
、
桜
の

花
咲
く
こ
ろ
に
は
幼

稚
園
児
や
小
学
生
の

遠
足
コ
ー
ス
に
な
っ

て
賑
わ
う
。

【
豊
間
内
の
鉄
骨
階
段
】

　
見
事
な
階
段
と
眺
め
の
よ
い
豊

間
内
の
熊
野
山
神
社
。
金
毘
羅
大

権
現
の
頂
上
ま
で
２
０
０
段
以
上

は
あ
り
そ
う

だ
。

　
五
戸
地
方

に
は
戸
来
三

嶽
神
社
、
西

越
三
嶽
神

社
、
又
重
の

新
山
神
社
、

五
戸
天
満
宮

な
ど
の
石
段

の
う
ち
豊
間

内
が
横
綱
級
と
評
す
る
。

　
や
し
ろ
は
集
落
北
側
の
細
道
に

大
き
な
鳥
居
を
く
ぐ
る
。
旗
立
、

唐
獅
子
、
灯
籠
を
横
目
に
第
二
鳥

居
、
そ
こ
か
ら
枕
木
階
段
を
60
数

え
る
。

　
山
の
中
腹
に
は
旧
五
戸
鉄
道
路

線
跡
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
ひ
と
息

つ
い
て
鉄
骨
階
段（
58
段
）を
登
り

再
び
鉄
骨
16
段
を
力
強
く
歩
む
。

三
た
び
枕
木
階
段
（
46
段
）
を
進

む
。
四
つ
目
の
鳥
居
だ
。

　
薬
師
如
来
様
や
金
毘
羅
大
権
現
、

八
代
龍
神
社
、
さ
い
の
神
社
と
小

さ
な
ほ
こ
ら
が
続
く
。
お
宮
の
歴

史
を
調
べ
た
が
、
不
明
で
し
た
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

※
訂
正
と
お
詫
び

　
平
成
23
年
１
月
号
８
ペ
ー
ジ

「
郷
土
探
訪
」
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

明
治
中
期
の
卒
業
證
書

　
○誤
松
坂
の
総
本
家
郁
夫
宅

　
○正
松
坂
の
総
本
家
等
宅

【
五
戸
郵
便
局
の
庁
舎
】

　
五
戸
郵
便
局
は
県
下
で
も
４
番

目
に
古
い
開
設
で
あ
る
。
明
治
５

年
７
月
１
日
（
１
８
７
２
年
）
と

い
わ
れ
る
か
ら
１
３
９
年
前
。

　
初
代
は
三
浦
安
兵
衛
（
三
浦
道

太
郎
・
野
辺
地
町
長
の
祖
父
）
が

五
戸
郵
便
取
扱
所
長
を
16
年
間
勤

め
て
十
和
田
湖
休
屋
ま
で
配
達
し

て
い
る
。

　
こ
の
写
真
は
明
治
38
年
、
高
雲

寺
入
口
東
側
に
戦
前
ま
で
残
っ
て

い
た
近
代
的
な
建
物
で
、
１
階
は

事
務
室
、
２
階
は
電
話
関
係
に
使

五戸郵便局として近代的な建物ができた

四国の金毘羅様をまねて八幡宮の裏山に
和気清磨像が完成（昭和12年夏）

に
ぎ

素
晴
ら
し
い
鉄
骨
の
階
段
が
熊
野
山
神
社
（
豊
間
内
）
に
出
来
た

五
戸
町
を
活
動
拠
点
と
す
る
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
タ
ー
ン
バ
ッ
ク

が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
町
立
公

民
館
に
多
く
の
町
民
が
駆
け
付
け

ま
し
た
。
　
関
連
記
事
…
６
ペ
ー
ジ
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▲ 町図書館で行われた式典

▲ 消防車両30台の分列行進

▲ みつろうでろうそく作り

▲ いろりを囲みだんらんを楽し
　 む参加者

▲ 五戸の素材
　 だけを使用
　 したランチ

▲ 決意を新たに住民を守る消防団員

▲ 小学生に縄ないを指導する日向端潔さん㊥

初
午
行
事

　決
意
新
た
に

初
午
行
事

　決
意
新
た
に

▲ 機械器具点検で、機敏な動作を見せる消防団員

勇壮！ まとい振り

冬
の
八
戸
エ
リ
ア
を
満
喫

冬
の
八
戸
エ
リ
ア
を
満
喫

　
五
戸
町
消
防
団
（
川
﨑
七
保
団

長
）
の
初
午
行
事
が
３
月
６
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
、
川
内
地
区
で
行
わ
れ
た

火
災
防
御
訓
練
で
は
、
団
員
ら
が

機
敏
な
動
作
で
次
々
と
ホ
ー
ス
を

連
結
。
水
路
か
ら
水
を
吸
い
上
げ
、

ポ
ン
プ
車
十
数
台
を
中
継
し
て
標

的
に
放
水
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
心
街
に
場
所
を
移

し
て
三
浦
正
名
町
長
に
よ
る
観
閲

を
受
け
、
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
や

消
防
車
両
30
台
、
団
員
５
０
０
人

に
よ
る
力
強
い
分
列
行
進
を
披
露

し
士
気
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

川
﨑
団
長
と
三
浦
町
長
が
訓
示
を

述
べ
、
永
年
勤
続
退
団
者
や
功
労

者
ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

・
勤
続
30
年
以
上

　

　
石
ケ
森
良
吉
　
　
窪
田
　
耕
蔵

・
勤
続
25
年
以
上

　
橘
　
　
芳
美
　
　
中
山
　
政
弘

　
佐
々
木
正
名
　
　
霞
　
　
信
雄

　
霞
　
　
英
治
　
　
類
家
　
正
一

　
赤
坂
　
英
明
　
　
赤
坂
祐
司
郎

・
勤
続
20
年
以
上

　
北
上
　
俊
博
　
　
種
市
　
一
雄

　
八
戸
広
域
観
光
推
進
協
議
会
の

主
催
の
「
青
森
八
戸
エ
リ
ア
・
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
旅
」
に
参
加

し
た
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
７
人

が
五
戸
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
八
戸
―
東
京
間
の
高

速
バ
ス
を
利
用
し
た
も
の
で
、
２

月
19
日
の
早
朝
に
八
戸
市
へ
到
着

し
た
参
加
者
は
、
湊
朝
市
や
蕪
島

な
ど
を
観
光
。
そ
の
後
、
バ
ス
で

南
部
町
に
移
動
し
、
い
ち
ご
狩
り

を
体
験
。
新
郷
村
で
は
大
石
神
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
を
見
学
し
、
新
郷

温
泉
館
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　
翌
日
の
五
戸
町
内
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
巡
り
で
は
、
倉
石
地
区
の
新

山
神
社
「
縁
結
び
夫
婦
の
木
」
を
見

学
。
次
に
武
家
屋
敷
旧
圓
子
家
住

宅
で
は
樹
齢
約
８
０
０
年
、
日
本

最
古
と
い
わ
れ
る
「
わ
む
ら
の
カ

シ
ワ
の
木
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
屋
敷
内
の
囲
炉
裏
で
は
、
町
特

産
品
の
馬
肉
・
倉
石
牛
・
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
・
ア
ピ
オ
ス
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
ラ
ン
チ
が
登
場
。
参
加
者

が
手
作
り
に
挑
戦
し
た
「
な
べ
っ

こ
だ
ん
ご
」
も
デ
ザ
ー
ト
と
し
て

登
場
し
、
郷
土
の
魅
力
が
満
載
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
蜂
の
巣
か
ら
蜂
蜜
を
取
っ
た
後

に
残
る
蜜
蝋
を
素
材
と
し
た
ろ
う

そ
く
作
り
体
験
で
は
、
町
内
の
養
蜂

家
鳥
谷
部
栄
作
さ
ん
の
指
導
の

下
、
参
加
者
が
動
物
な
ど
の

形
の
ろ
う
そ
く
を
製
作
。冬
の

青
森
ら
し
さ
が
詰
ま
っ
た
ツ

ア
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
「
子
ど
も
あ
そ
び
の
広

場
」
を
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に

町
立
公
民
館
で
開
設
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
大
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
遊
び
や
体

験
・
交
流
を
通
し
て
心
豊
か
な
子

ど
も
を
育
む
の
が
目
的
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ひ
な
人
形
作
り
な

ど
の
創
作
活
動
や
種
差
海
岸
ウ
ォ

ー
ク
な
ど
の
自
然
体
験
を
実
施
。

今
回
の
「
縄
な
い
体
験
」
で
は
学

習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
日
向
端
潔
さ

ん
の
指
導
の
下
、
児
童
が
稲
わ
ら

を
足
で
踏
ん
で
固
定
し
、
手
の
ひ

ら
で
力
強
く
編
み
ま
し
た
。
沼
上

和
樹
君
は
「
初
め
て
だ
っ
た
が
じ

っ
く
り
や
っ
た
ら
で
き
た
。
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
よ
り
面
白
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
22
年
度
木
村

秀
政
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
五

戸
、
川
内
、
倉
石
中
学
校
お
よ
び

五
戸
高
等
学
校
の
生
徒
６
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
木
村
秀

政
博
士
（
元
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機
Ｙ

Ｓ

｜

11
誕
生
に
貢
献
し
、
日
本
航

空
界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま
し

た
。
当
町
の
教
育
振
興
に
も
尽
力

し
、
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
優
秀
で
模
範

的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
谷
部
　
勉
　
　
清
野
山
雅
弘

　
梅
田
　
吉
秀
　
　
佐
々
木
光
行

　
太
田
　
　
豊

■
分
団
競
技
会
表
彰

　
（
最
優
秀
分
団
）

　
第
７
分
団
　
　
　
上
市
川
分
団

　
第
19
分
団
　
　
　
倉
石
３
分
団

■
ラ
ッ
パ
隊
功
労
者
表
彰

　
佐
々
木
秀
昭
　
　
山
田
　
光
洋

■
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付

　
有
限
会
社
角
濱
電
気
工
業
所

　
大
蔵
工
業
株
式
会
社
青
森
工
場

　
紺
野
建
設
株
式
会
社

は
つ
う
ま

受
賞
者
（
敬
称
略
）

平成22年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

赤　坂　英　貴
（倉石中３年）

三　浦　健　優
（五戸高３年）

松　橋　愛　梨
（五戸高３年）

工　藤　　　岳
（五戸中３年）

小　泉　晴　香
（五戸中３年）

佐々木　　　光
（川内中３年）

く　　  どう がくこ いずみ はる か

あか さか ひで たかみ うら けん ゆうまつ はし あい り

さ　さ　き ひかる

大
空
に
羽
ば
た
け
!!

三
浦
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

め
お
と

ま
る 

こ

い
　
ろ
　
り

み
つ
ろ
う

子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場

子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場

子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場

子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場
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　平成23年５月から子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌の３つのワクチン接種の全額を助成する事業
が始まります（下記参照）。これらのワクチンの接種は予防接種法で義務づけられたものではなく、任意
接種です。保護者の方が接種を希望する場合には、この制度をご活用ください。

■実施期間　　　　平成23年５月１日から平成24年３月31日まで
■実施医療機関　　五戸総合病院　℡ 61－1200　　田中医院　℡ 61－1155
　　　　　　　　　※接種については、希望する医療機関にお問い合わせください。
　　　　　　　　　※接種の際には基本的に保護者の同意・同伴が必要です。

※接種時、五戸町に住民登
録・外国人登録があるこ
とが必要です。

※対象者は無料ですが、対
象年齢以外、実施期間外
の接種については、助成
の対象になりませんので、
ご注意ください。

□問 役場福祉保健課
　 ℡ 62－2111 内線135

種　　類 助 成 対 象 者 接 種 回 数
子 宮 頸 中学１～３年生および高校 ３回
がん予防 １～２年生相当の年齢の女子
ヒ　　ブ ２か月齢以上 ２か月齢以上～７か月齢未満 ３回

２回
１回
３回
２回
２回
１回

　～５歳未満 ７月齢以上～１歳未満
１歳以上～５歳未満

小 児 用 ２か月齢以上 ２か月齢以上～７か月齢未満
肺炎球菌 　～５歳未満 ７か月齢以上～１歳未満

１歳以上～２歳未満
２歳以上～５歳未満

　平成23年３月４日、厚生労働省より、ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの同時接種後の死亡事例が報告されたため、接種を一時見合
わせる旨の通知がありました。
　当町では、５月１日から実施の予定ですが、再開時期など詳細につきましては、国からの通知があり次第速やかにお知らせします。
また、「平成23年度五戸町健康診査等のお知らせ（毎戸配布）」中の、子宮頸がん予防ワクチンの対象が「高校１年生相当」までと
なっておりますが、「高校２年生相当」まで拡大することとしましたのでお知らせします。

地震の被害状況（町内、３／13現在）

人的被害

住 家 等

土木関係

農林関係

その他公共施設

学校関係

軽傷者５人

生活用品転倒・土地亀裂・

商店陳列商品転倒落下破損など

町道　　　８か所

養鶏ゲージ倒壊、ブロイラー2500羽死亡

役場、歴史みらいパークなど

小・中学校　　施　設

－

被害額（万円）

－

850

12,990

120

調査中

13,960被害額合計（家屋を除く）

１

２

３

４

５

６

子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌のワクチン接種が無料に子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌のワクチン接種が無料に
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東北地方太平洋沖地震　【国内史上最大規模の巨大地震が発生】

推定マグニチュード9.0、五戸町の震度５強

３／11 東日本に大きな傷跡

　平成23年３月11日、午後２時46分ごろ、三陸沖を震源とする
国内史上最大規模の巨大地震が東日本を襲いました。八戸市や
五戸町で震度５強、宮城県栗原市で震度７を観測しました。気
象庁によると、震源の深さは約10㎞、地震の規模を示すマグニ
チュードは9.0で、東日本各所に大きなつめ跡を残しました。
　五戸町では津波の被害はなかったものの、近隣の八戸市の沿
岸部では押し寄せてきた津波に岸壁にいた車が飲み込まれ、漁
船が岸壁に打ち上げられました。東日本の沿岸部では巨大津波
の被害により全体で死者・行方不明者は１万1614人（３／16現
在）になりました。このたびの地震により、被害を受けられま
した皆さまに、心からお見舞い申し上げます。
　町内では、地震直後に停電が発生し、石油ストーブなどの
暖房器具のない家庭では真冬並みの寒さに震えました。停電は
２日後の３月13日午前５時15分に復旧しましたが、停電中は倉
石地区などの簡易水道の取水ポンプが停止。町民の夕飯の支度
や風呂水の使用量の増加などの原因で一部の地域では水圧不足
などが発生しました。町では町立公民館や支所などの公共施設
を開放。町民５人が町立公民館を利用しました。
　町では地震発生直後から、町内全域にわたり被害状況の収集
と調査を行いました。３月15日現在で町内の人的被害は負傷者
５人。町道の被害数件。公共施設では歴史みらいパーク五戸
代官所壁の一部に亀裂が生じ、小・中学校にも窓ガラスなどに
亀裂が生じました。
※地震の被害状況は右記のとおりです。

東北関東大震災義援金を受け付けます
　日本赤十字社では、今回の震災の被害が甚大かつ
広範囲に及んでいることから、被災県組織に代わり、
皆さまからの義援金を受け付けております。

●募金箱設置場所
　 五戸町役場住民課、町立公民館
　 川内支所、浅田支所、倉石支所

●受付期間
　 平成23年９月30日（金）まで

燃料の供給不足のため町内の
ガソリンスタンドには長蛇の列

町道切谷内桜沢線の沈下の様子
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　平成21年12月に農業経営基盤強化促進法が改正され、新たに「農地利用集積円滑化事業」が創設さ
れました。

「農地利用集積円滑化事業（農業者戸別所得補償制度の規模拡大加算）」の内容
　農地利用集積円滑化団体（農地の賃借を仲介する組織をいい、五戸町では五戸町地域担い手育成総
合支援協議会）が利用調整を行って農地をまとめることにより、地域農業の担い手（地域の認定農業
者など）が効率的に利用できるようにする農業経営基盤強化促進法に基づく仕組みです。
　五戸町地域担い手育成総合支援協議会では、次の農地所有者代理事業を実施しています。

農地利用集積円滑化団体の役割
・農地所有者との契約内容（契約の種類、賃借期間、賃料など）に関する協議
・農地所有者との委任契約の締結
・農地受け手との利用調整や農地の受け手の選定
・農地受け手との契約内容（契約の種類、賃借期間、賃料など）に関する協議など

この事業に取り組み、農地の受け手になる方に規模拡大加算金が交付されます
　「農地利用集積円滑化事業」による農地の受け手となる方に対し、利用権が設定された面積に
応じて規模拡大加算金「利用集積交付金」が交付されます。
・交付要件（すべての条件を満たす必要があります）
①農地利用集積円滑化団体が、利用権の相手方の選定について農地所有者から委任を受け、農地
　の受け手（地域の認定農業者など）に貸し付けなどを行ったものであること。
②利用権設定に係る農地が農用地区域内であること。
③存続期間が６年以上の利用権設定であること。
④交付要件が変更になる場合もあります。
・規模拡大加算金の額　農地の受け手に対し20,000円／10アール（国から交付予定）

農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業
（農業者戸別所得補償制度の規模拡大加算）での農地の貸し借りについて

問い合わせ先　役場農林課　℡６２－２１１１　内線２６５

事前にご相談ください ご注意

この事業に取り組もうとお考え
の農地所有者の方は、あらかじ
めご相談ください。

農地の受け手があらかじめ決まっているものや、単なる交換のよ
うに農地の効率的な利用につながると認められない利用権設定、
農地利用集積円滑化団体が利用調整を行ったと実質的に認められ
ない利用権設定は、規模拡大加算金の交付の対象となりません。

農地所有者代理事業
農地利用集積円滑化団体が、農地所有者から委任を受けて、農地所有者を代理して農地の貸し付け
などを行う事業です。（※この事業を活用する場合、農地所有者は、農地の受け手（貸付相手）の
指定はできません）

権　　利　　移　　動

農地の所有者 農地利用集積
円滑化団体

農地の受け手
（地域農業の担い手）

委任

農地の貸し付け
などに関する
代理権の付与

協議・調整
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　このほど町商店街などで二日間にわたっ
て、恒例の「まける市」が開かれました。
　新町、上大町、中央の各商店会ではもち
つきを行い、それぞれに設けた「いどばた
休憩所」では甘酒や馬肉汁などが振る舞わ
れ、大勢の買い物客でにぎわいました。

　五戸町子育てメイト連絡協議会主催のひ
な祭り会が行われました。就学・入園前の
子どもを持つお母さんたちに子育ての情報
交換と友達をつくる場を提供するのが目的。
　食生活改善推進員会による「デコレーショ
ンずし」と「ヨーグルトムース」が振る舞
われ、参加した親子は、歌やひな人形作り
などで楽しいひとときを過ごしました。

　このほど第22回新春書き初め大会が町立
公民館で行われ、参加者が１年の目標を胸
に筆を走らせました。
　五蘊（ごうん）書道会（佐々木政司会長）
が主催したもので、子どもから大人まで約
20人が参加。学年ごとに「ひろい空」「平
和新年」などの課題が与えられ、真剣な表
情で取り組みました。

　「昔経験したマーチングをまたやりたい」
と集まった中高生・社会人から成る“ター
ンバック”主催のコンサートが開かれまし
た。
　五戸小、切谷内小、南小、中市小の金管
バンドら総勢90人が出演。管楽器や打楽
器、カラーガード（旗）など多彩なジャ
ンルの演奏を繰り広げ、観客から拍手喝采
を浴びました。

　このほど、豊間内地区コミュニティ実行
委員会（佐々木一榮会長）はコミュニティ
まつりを開催しました。
　住民らは歌謡曲や手踊り、豊間内小学校
児童による｢五戸電鉄の歌」など多彩な演
目を披露。最後に全員が参加して「豊間内
音頭」を踊り交流を深めました。

　青森ごのへグリーン・ツーリズム協議会
主催の「蜜蝋（みつろう）クリーム・ろう
そく作り体験会」が開かれました。近隣市
町村などから参加した16人は町内の養蜂家
鳥谷部栄作さんらの指導により、蜂の巣の
素材を使用してろうそくを製作。ハンドク
リームやリップクリームとして使えるクリ
ーム作りでは、溶かした蜜蝋にオイルと香
料を混ぜて作りました。

み
つ
ろ
う

商
店
街
に
活
気
！ 

買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う

●
ま
け
る
市

新
年
の
決
意
筆
に
込
め

●
五
戸
町
新
春
書
き
初
め
大
会

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
競
演  

観
客
を
魅
了

●
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

就
学
・
入
園
前
の
親
子
が
集
い
交
流

●
子
育
て
メ
イ
ト
の
ひ
な
祭
り

　

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！
フォト

■町内の出来事や、頑張っている
　皆さんを紹介するコーナーです。

町内４か所で行われたもちつき 五戸小金管バンド部も出演

五
戸
電
鉄
の
歌
な
ど
で
幅
広
い
年
代
が
交
流

●
豊
間
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

蜂
の
巣
か
ら
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
を
作
ろ
う
！

●
蜜
蝋
ク
リ
ー
ム
・
ろ
う
そ
く
作
り
体
験
会

全員で踊った豊間内音頭 自作のろうそくを持つ参加者

力強く新年の抱負を書きました 親子でひな人形づくり
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五戸総合病院理念
■ 地域住民を気づかい思いやる心
■ 本人の意思を尊重した患者さん本位の医療
■ 医学の進歩をふまえた正しい医療

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

夢
え
が
き
歩
み
人
生
九
十
才

格
言
に
力
も
ら
い
て
心
う
る
お
い

　

爺
じ
は
サ
携
帯
よ
り
も
黒
電
話

新
駅
を
か
た
り
ベ
ア
ピ
ー
ル
津
軽
弁
で

〈
俳
句
〉

別
れ
来
て
再
会
約
す
東
風
湊

〈
短
歌
〉

弥
生
な
の
に
寒
の
戻
り
が
恨
め
し
い

当
分
ホ
ッ
カ
イ
ロ
は
な
せ
ず
に

不
景
気
に
痩
せ
る
財
布
が
栄
養
失
調

良
薬
ほ
し
い
と
焦
る
ふ
と
こ
ろ

異
国
に
て
夢
う
ば
わ
れ
し
乙
女
ら
の

冥
福
祈
り
涙
あ
ふ
れ
て

五
戸
町
年
を
か
け
て
の
の
ぼ
り
坂

下
り
も
嬉
し
笑
ふ
る
坂
や

早
春
や
狭
き
庭
土
が
出
た

何
処
に
何
を
植
え
る
か
と
思
考
中

残
雪
の
庭
に
春
光
射
し
初
め
て

小
鳥
飛
翔
の
跡
の
著
け
し

訳
も
な
く
心
沈
も
る
如
月
の

夕
べ
に
ひ
と
り
セ
レ
ナ
ー
ド
聴
く

福
寿
草
小
屋
の
軒
下
で
声
を
か
け

ぽ
こ
ぽ
こ
の
芽
を
今
年
も
見
れ
て

　

佐
々
木
は
る
の
（

　
　
　）

久
保
田
玲
子
（
菖
蒲
川
）

善

　太

　郎
（
五
戸
町
）

沢
田

　良
子
（
上
市
川
）

土
嶺
せ
い
れ
い
（

　
　
　）

藤
村

　ナ
ヲ
（
鍜
冶
屋
窪
）

田
代
十
志
男
（
上
市
川
）

根
市

　ミ
ヤ
（

　
　
　）

阿
之
浦
國
吉
（
沢

　向
）

鳥
谷
部
せ
ぬ
（
ひ
ば
り
野
）

甲
田

　
　悠
（
豊
間
内
）

畑
山

　房
子
（
中

　市
）

橘

　ミ
ネ
子
（
北
市
川
）

五戸総合病院医師一覧表（外来診療）
氏　　名
新井田修久
岡本　一雄
田口　　順
佐藤　和則

大根田　昭
三浦　昌人
東山　明弘
応 援 医 師
蝦名　宣男
田邊　　淳
安藤　敏典
井戸川敏彦
応 援 医 師
笹野　拓也
応 援 医 師
三上　靖隆
応 援 医 師
応 援 医 師
深瀬　栄一
応 援 医 師
袴田真理子
応 援 医 師
応 援 医 師

診療科

【糖尿病外来】

内 　 　 科

【循環器内科】

【消化器内科】
外 　 　 科

産 婦 人 科

小 児 科

整 形 外 科

脳神経外科
眼 　 　 科
耳鼻咽喉科

皮 膚 科

職名・派遣先
副 院 長
副 院 長
科 　 長
科 　 長

仙 台 市
東北大学
三戸病院
弘前大学
院 　 長
医療局長
科　　長
副 院 長
東北大学
科 　 長
弘前大学
科 　 長
弘前大学
労災病院
科 　 長
岩手医科大学
八 戸 市
弘前大学
東北大学

月曜日
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○10：00～

火曜日
９：００～消化器検査
倉石診療所
○
○

○４／５、４／19

○第１・３（午後）
○消化器検査
○午後乳腺・甲状腺外来

○

○

○

○

○

○

○
○
９：００～消化器検査
○

○
○

○４／１
○

○

○

○
○
○
９：００～消化器検査

○

○

○

○

○

○

○９：００～ ○９：００～

○
○
○
９：００～消化器検査

原　　　純 副 医 長 ○ ○ ○ ○ ○

○

○
○

○４／２、４／30
○
○第２・４
○
○第２・４

○

○交替で
○
○交替で
○交替で
○交替で

○交替で
○交替で
○交替で
○

○

○第１・３・５
○
○毎週予約制

○第１・３・５

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

平成23年４月１日現在

●外来診療（初診・再診）受付時間：午前７時30分～午前11時30分　※ただし急患はこの限りではありません。
●第２・４土曜日は休診です。 
●小児科予約診療：月曜日～金曜日　診療時間　午後３時～午後４時30分
　（ただし、健診等で午後診療できない日がありますのであらかじめ、電話でご確認ください。）

上
市
川

中

　区

古
街
道

長

　根

古
街
道

長

　根

こ

　
ち

し
る
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｛
｝

工
事
着
工
前
に

へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
八
戸
環
境
管
理
事
務
所

　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対　象　地　区

字　川原町、舘図１

図２

図３

字　下中崎

字　古街道長根

下水道ができたからと
いって、何でも下水道
に流してよいわけでは
ありません。

◆水洗トイレにはトイ
レットペーパー以外
のものは流さないよ
うにしましょう。

◆台所では、野菜くず
や残飯を流さないよ
うにしましょう。

◆公共ますに土砂や木
片、ビニール類を捨
てないようにしま
しょう。

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補
助
金
申
請

工
事
の
着
工

工
事
の
完
了

補
助
金
請
求

補
助
金
交
付

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

建
設
課
（
上
下
水
道
班
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凡

　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

五
戸
町

㈲
カ
ネ
タ
ケ

㈱
川
村
土
木

㈲
小
泉
商
会

佐
々
木
建
設
㈲

㈱
沢
田
建
設

㈱
東
北
産
業

（資）
鳥
金
商
店

㈲
日
興
防
水

㈲
野
村
組

村
越
住
設

㈱
山
耕

ル
イ
ケ
設
備

㈲
類
家
建
設

62 

｜ 

５
２
２
５

㈱
大
山
建
工

68 

｜ 

３
３
５
３

㈱
大
西
工
務
店

62 

｜ 

３
４
５
４

㈱
大
西
組

62 

｜ 

２
２
６
１

オ
ー
タ

62 

｜ 

５
０
３
３

㈱
大
久
保
建
設

62 

｜ 

５
０
７
６

62 

｜ 

２
５
４
３

㈱
野
村
緑
産

62 

｜ 

６
０
０
３

67 

｜ 

２
２
２
２

68 

｜ 

２
２
８
９

68 

｜ 

３
１
１
１

61 

｜ 

１
１
０
０

62 

｜ 

２
１
７
１

62 

｜ 

３
０
７
１

61 

｜ 

０
２
８
２

62 

｜ 

４
４
９
８

62 

｜ 

５
１
０
１

68 

｜ 

２
３
３
４

68 

｜ 

２
２
３
１

八
戸
市

㈱
葵
工
業

青
葉
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈲

㈲
赤
坂
シ
ス
テ
ム

ア
ク
ア
設
備
㈱

㈱
朝
日
設
備

㈲
栄
清
工
業

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

坂
本
建
設
工
業
㈱

㈱
三
久
工
業

㈲
三
貞

　八
戸
支
店

㈲
城
下
住
設

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

㈲
創
水
舎

㈱
平
設
備

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

㈲
日
建
設
備

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

㈲
八
戸
水
道
工
業
所

㈲
日
計
設
備

㈲
北
桜
水
道
建
設

㈱
ホ
ー
ム
ク
リ
エ

㈱
壬
生
設
備

㈱
若
本
設
備
工
業

そ
の
他
の
市
町
村

石
亀
燃
料
㈱

㈱
上
坂
水
道
工
業

㈲
県
南
設
備
工
業

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

㈲
豊
水
興
業

桜
田
設
備
工
業
㈱

㈲
三
共
設
備
工
業

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

白
浜
水
道
㈱

㈲
田
中
水
道
工
業
所

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

十
和
田
水
道
設
備
㈱

㈲
西
舘
設
備
工
業

㈲
日
研
設
備

㈱
松
本
工
務
店

㈱
三
浦
設
備
工
業

㈱
宮
本
農
機

㈱
村
下
建
設
工
業

㈲
村
中
水
道
設
備

22 

｜ 

５
１
６
７

45 

｜ 

８
８
８
９

43 

｜ 

５
１
５
５

44 

｜ 

６
０
６
５

31 

｜ 

２
８
８
０

82 

｜ 

２
１
０
６

41 

｜ 

２
３
８
２

71 

｜ 

８
６
６
８

96 

｜ 

４
８
８
１

㈱
三
興
水
道
サ
ー
ビ
ス

32 

｜ 

１
３
７
０

㈲
八
戸
管
工
業

43 

｜ 

３
９
４
８

０
１
７
９ 

｜ 

22 

｜ 

２
２
１
８

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

１
２
０
５

０
１
７
６ 

｜ 

22 

｜ 

６
２
０
４

28 

｜ 

８
０
４
０

43 

｜ 

３
０
２
４

44 

｜ 

６
９
５
４

東
復
建
設
㈱

中
村
設
備

88 

｜ 

５
６
４
３

43 

｜ 

２
３
５
３

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

３
８
８
９

小
坂
建
設
工
業
㈱

78 

｜ 

３
３
２
２

０
１
７
６ 

｜ 

56 

｜ 

５
３
０
７

０
１
７
９ 

｜ 

22 

｜ 

３
１
４
１

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

７
１
６
４

０
１
７
６ 

｜ 

53 

｜ 

５
９
５
３

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

１
０
４
２

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

０
０
０
２

０
１
７
６ 

｜ 

57 

｜ 

４
３
５
５

０
１
７
６ 

｜ 

55 

｜ 

４
７
５
２

76 

｜ 

２
６
２
３

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

５
３
９
８

75 

｜ 

１
０
２
４

78 

｜ 

３
３
１
１

０
１
７
６ 

｜ 

72 

｜ 

２
６
５
２

サ
ン
ケ
ン
設
備
㈱

０
１
７
６ 

｜ 

51 

｜ 

０
０
２
３

カ
シ
マ
興
業

０
１
７ 

｜ 

７
６
６ 

｜ 

８
８
９
９

㈲
小
野
寺
水
道
設
備
工
業

０
１
７
６ 

｜ 

55 

｜ 

４
７
８
９

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５ 

｜ 

52 

｜ 

２
３
７
５

山
樹
産
業
㈱

０
１
７ 

｜ 

７
７
７ 

｜ 

９
３
３
３

㈲
十
和
田
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

０
４
２
４

52 

｜ 

２
６
８
８

43 

｜ 

４
７
２
６

27 

｜ 

４
２
５
５

72 

｜ 

１
５
０
０

28 

｜ 

９
２
７
５

73 

｜ 

１
７
５
０

35 

｜ 

４
８
３
０

71 

｜ 

２
５
０
０

27 

｜ 

６
３
３
３

23 

｜ 

５
０
２
３

46 

｜ 

０
１
５
０

43 

｜ 

１
８
２
９

22 

｜ 

９
９
４
４

30 

｜ 

１
０
９
２

役 場 建 設 課

　五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
22
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

 

受
益
者
と
は

　公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 
受
益
者
負
担
金
と
は

　下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土

地
の
面
積
１
㎡
当
た
り

４
０
０
円
を
乗
じ
て
算

出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ

の
土
地
に
対
し
て
一
度

限
り
で
す
。
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に
１
年
を

２
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　供
用
開
始
区
域
内
の

家
庭
・
事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴
室
、
洗

濯
な
ど
の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ
流
す
た

め
の
排
水
設
備
を
１
年

以
内
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
ト

イ
レ
は
３
年
以
内
に
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
排
水
設
備
工
事

は
町
が
指
定
し
た
「
指

定
工
事
店
」
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

９
ペ
ー
ジ
の
指
定
工
事

店
一
覧
表
を
参
考
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ
の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し
てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。

問　役場建設課　• •６２－２１１１

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

住

宅

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上
（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

下
水
道
へ
の
接
続

五戸町下水道排水設備指定工事店一覧表
㈲
マ
ル
ユ
佐
藤
設
備
工
業

45 

｜ 

６
４
０
１

住
宅
設
備
さ
い
と
う

96 

｜ 

１
５
０
２

図３ 図１

図２
下中崎

古街道長根

舘

川原町 ※これだけは守ってください
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工
事
着
工
前
に

へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
八
戸
環
境
管
理
事
務
所

　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対　象　地　区

字　川原町、舘図１

図２

図３

字　下中崎

字　古街道長根

下水道ができたからと
いって、何でも下水道
に流してよいわけでは
ありません。

◆水洗トイレにはトイ
レットペーパー以外
のものは流さないよ
うにしましょう。

◆台所では、野菜くず
や残飯を流さないよ
うにしましょう。

◆公共ますに土砂や木
片、ビニール類を捨
てないようにしま
しょう。

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補
助
金
申
請

工
事
の
着
工

工
事
の
完
了

補
助
金
請
求

補
助
金
交
付

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
24
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

建
設
課
（
上
下
水
道
班
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凡

　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

五
戸
町

㈲
カ
ネ
タ
ケ

㈱
川
村
土
木

㈲
小
泉
商
会

佐
々
木
建
設
㈲

㈱
沢
田
建
設

㈱
東
北
産
業

（資）
鳥
金
商
店

㈲
日
興
防
水

㈲
野
村
組

村
越
住
設

㈱
山
耕

ル
イ
ケ
設
備

㈲
類
家
建
設

62 

｜ 

５
２
２
５

㈱
大
山
建
工

68 

｜ 

３
３
５
３

㈱
大
西
工
務
店

62 

｜ 

３
４
５
４

㈱
大
西
組

62 

｜ 

２
２
６
１

オ
ー
タ

62 

｜ 

５
０
３
３

㈱
大
久
保
建
設

62 

｜ 

５
０
７
６

62 

｜ 

２
５
４
３

㈱
野
村
緑
産

62 
｜ 
６
０
０
３

67 

｜ 

２
２
２
２

68 

｜ 

２
２
８
９

68 

｜ 

３
１
１
１

61 

｜ 

１
１
０
０

62 

｜ 

２
１
７
１

62 
｜ 

３
０
７
１

61 
｜ 
０
２
８
２

62 

｜ 
４
４
９
８

62 

｜ 

５
１
０
１

68 

｜ 

２
３
３
４

68 

｜ 

２
２
３
１

八
戸
市

㈱
葵
工
業

青
葉
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈲

㈲
赤
坂
シ
ス
テ
ム

ア
ク
ア
設
備
㈱

㈱
朝
日
設
備

㈲
栄
清
工
業

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

坂
本
建
設
工
業
㈱

㈱
三
久
工
業

㈲
三
貞

　八
戸
支
店

㈲
城
下
住
設

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

㈲
創
水
舎

㈱
平
設
備

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

㈲
日
建
設
備

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

㈲
八
戸
水
道
工
業
所

㈲
日
計
設
備

㈲
北
桜
水
道
建
設

㈱
ホ
ー
ム
ク
リ
エ

㈱
壬
生
設
備

㈱
若
本
設
備
工
業

そ
の
他
の
市
町
村

石
亀
燃
料
㈱

㈱
上
坂
水
道
工
業

㈲
県
南
設
備
工
業

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

㈲
豊
水
興
業

桜
田
設
備
工
業
㈱

㈲
三
共
設
備
工
業

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

白
浜
水
道
㈱

㈲
田
中
水
道
工
業
所

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

十
和
田
水
道
設
備
㈱

㈲
西
舘
設
備
工
業

㈲
日
研
設
備

㈱
松
本
工
務
店

㈱
三
浦
設
備
工
業

㈱
宮
本
農
機

㈱
村
下
建
設
工
業

㈲
村
中
水
道
設
備

22 

｜ 

５
１
６
７

45 

｜ 

８
８
８
９

43 

｜ 

５
１
５
５

44 

｜ 

６
０
６
５

31 

｜ 

２
８
８
０

82 

｜ 

２
１
０
６

41 

｜ 

２
３
８
２

71 

｜ 

８
６
６
８

96 

｜ 

４
８
８
１

㈱
三
興
水
道
サ
ー
ビ
ス

32 

｜ 

１
３
７
０

㈲
八
戸
管
工
業

43 

｜ 

３
９
４
８

０
１
７
９ 

｜ 

22 

｜ 

２
２
１
８

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

１
２
０
５

０
１
７
６ 

｜ 

22 

｜ 

６
２
０
４

28 

｜ 

８
０
４
０

43 

｜ 

３
０
２
４

44 

｜ 

６
９
５
４

東
復
建
設
㈱

中
村
設
備

88 

｜ 

５
６
４
３

43 

｜ 

２
３
５
３

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

３
８
８
９

小
坂
建
設
工
業
㈱

78 

｜ 

３
３
２
２

０
１
７
６ 

｜ 

56 

｜ 

５
３
０
７

０
１
７
９ 

｜ 

22 

｜ 

３
１
４
１

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

７
１
６
４

０
１
７
６ 

｜ 

53 

｜ 

５
９
５
３

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

１
０
４
２

０
１
７
６ 
｜ 

23 

｜ 

０
０
０
２

０
１
７
６ 
｜ 
57 
｜ 

４
３
５
５

０
１
７
６ 

｜ 
55 
｜ 
４
７
５
２

76 

｜ 

２
６
２
３

０
１
７
６ 

｜ 

23 
｜ 
５
３
９
８

75 

｜ 

１
０
２
４

78 

｜ 

３
３
１
１

０
１
７
６ 

｜ 

72 

｜ 
２
６
５
２

サ
ン
ケ
ン
設
備
㈱

０
１
７
６ 

｜ 

51 

｜ 

０
０
２
３

カ
シ
マ
興
業

０
１
７ 

｜ 

７
６
６ 

｜ 

８
８
９
９

㈲
小
野
寺
水
道
設
備
工
業

０
１
７
６ 

｜ 

55 

｜ 

４
７
８
９

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５ 

｜ 

52 

｜ 

２
３
７
５

山
樹
産
業
㈱

０
１
７ 

｜ 

７
７
７ 

｜ 

９
３
３
３

㈲
十
和
田
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

０
１
７
６ 

｜ 

23 

｜ 

０
４
２
４

52 

｜ 

２
６
８
８

43 

｜ 

４
７
２
６

27 

｜ 

４
２
５
５

72 

｜ 

１
５
０
０

28 

｜ 

９
２
７
５

73 

｜ 

１
７
５
０

35 

｜ 

４
８
３
０

71 

｜ 

２
５
０
０

27 

｜ 

６
３
３
３

23 

｜ 

５
０
２
３

46 

｜ 

０
１
５
０

43 

｜ 

１
８
２
９

22 

｜ 

９
９
４
４

30 

｜ 

１
０
９
２

役 場 建 設 課

　五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
22
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

 

受
益
者
と
は

　公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

受
益
者
負
担
金
と
は

　下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土

地
の
面
積
１
㎡
当
た
り

４
０
０
円
を
乗
じ
て
算

出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ

の
土
地
に
対
し
て
一
度

限
り
で
す
。
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に
１
年
を

２
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　供
用
開
始
区
域
内
の

家
庭
・
事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴
室
、
洗

濯
な
ど
の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ
流
す
た

め
の
排
水
設
備
を
１
年

以
内
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
ト

イ
レ
は
３
年
以
内
に
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
排
水
設
備
工
事

は
町
が
指
定
し
た
「
指

定
工
事
店
」
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

９
ペ
ー
ジ
の
指
定
工
事

店
一
覧
表
を
参
考
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ
の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し
てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。

問　役場建設課　• •６２－２１１１

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

住

宅

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上
（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

下
水
道
へ
の
接
続

五戸町下水道排水設備指定工事店一覧表
㈲
マ
ル
ユ
佐
藤
設
備
工
業

45 

｜ 

６
４
０
１

住
宅
設
備
さ
い
と
う

96 

｜ 

１
５
０
２

図３ 図１

図２
下中崎

古街道長根

舘

川原町 ※これだけは守ってください



修学旅行生の民泊受け入れの様子

　青森ごのへグリーン・ツーリズム協議会では、農家民宿や体験
受け入れなどができる方を募集しています。
　修学旅行生の宿泊や、日帰りイベント（農作業体験・郷土料
理・伝統工芸・文化の体験）などを通じて都市と農村の交流をし
ながら、一緒に地域づくりを楽しみましょう。興味のある方は役
場農林課へご連絡ください。

農家民宿の受け入れをしませんか？　

　都市の人々は農家に泊まって、農
村の暮らしを体験したり、農家との
交流を深めたりする、いわゆるグリ
ーン・ツーリズムに関心を高めてい
ます。農業者であれば、関係法令の
規制緩和や取り扱いの明確化がなされ、以前に比べて農家民宿に取り
組みやすくなっているので、今がチャンスです。
□問  役場農林課　℡ 62－2111 内線264

五戸町スポーツクラブ会員募集

　五戸町スポーツクラブでは、平成23年
度新規会員を募集しています。体験入会
も随時実施していますので、ぜひお問い
合わせください。
●募集種目　サッカー、ソフトテニス、
　野球、バスケットボール、陸上競技
□問  スポーツクラブ事務局
　 ㈶五戸町スポーツ振興公社
　 ℡ 62－2301　Fax 62－2365
　 http://www.gonohe-sports-club.com

グリーン・ツーリズム会員募集

一緒にグリーン・ツーリズム受け入れを始めませんか？

雇
用
・
資
格

自

衛

官

募

集

税
金

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

暮
ら
し

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す

Gonohe• •2011-03 10
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●
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

○
受
験
資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
28
歳
未
満
の
大
学
院
修
士
（
技

術
幹
部
候
補
生
は
理
学
・
工
学

修
士
）学
位
取
得（
見
込
み
）者

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒

（
見
込
み
）
者

○
受
付
期
限
　
５
月
６
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
５
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）

●
一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）

○
受
験
資
格

・
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
限
　
５
月
６
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日
　
５
月
21
日（
土
）

□問
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45
│

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
川
村
菊
之
蔵 

℡
62
│

２
７
９
１

　
中
川
原
良
治 

℡
62
│

４
３
０
１

　
小
泉
　
昌
明 

℡
62
│

５
４
９
１

　
橋
向
　
党
子 

℡
77
│

３
１
５
１

　
古
川
　
　
茂 

℡
77
│

３
１
７
０

　
川
﨑
　
孝
光 

℡
68
│

２
５
５
６

　
㈶
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会
東

北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
種
免
許
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
の
種
類

ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
溶

接
士
、
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
、
ク

レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
、

移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
揚

貨
装
置
運
転
士
、
発
破
技
士
、

ガ
ス
溶
接
作
業
主
任
者
、
林
業

架
線
作
業
主
任
者
、
衛
生
管
理

者
、
高
圧
室
内
作
業
主
任
者
、

エ
ッ
ク
ス
線
作
業
主
任
者
、
ガ

ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
作
業
主

任
者
、
潜
水
士

※
試
験
日
程
な
ど
の
詳
細
は
左
記
へ

□問
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
２
３
│

23
│

３
１
８
１

　　
平
成
23
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日
時

平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）か
ら

５
月
31
日（
火
）ま
で
の
平
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

●
縦
覧
で
き
る
方

・
納
税
義
務
者

・
納
税
管
理
者（
印
鑑
が
必
要
）

・
代
理
人（
印
鑑
、委
任
状
が
必
要
）

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
　
℡
62
│
２
１
１
１

　
内
線
１
２
６
・
１
２
７

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
配
達
し
ま

す
。
そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
は
配

達
員
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
で
は
、
回
収
し
た
古
い
電
話
帳

か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
古
い
電

話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
左

記
へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
後
日

改
め
て
伺
い
ま
す
。（
配
達
す
る

電
話
帳
の
変
更
や
冊
数
の
変
更
も

左
記
へ
）

□問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
℡
０
１
２
０
│
５
０
６
│
３
０
９

http://www.m
od.go.jp/gsdf/

jieikanbosyu/

URL

　http://www.exam.or.jp/



消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
の

鳴
ら
し
方
に
つ
い
て

町
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
に
つ
い
て

〜
五
戸
町
出
身
者
へ
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
〜

お

知
ら
せ

農 地 の 借 り 手 募 集
①大字切谷内字菖蒲川下平11－1　田　 1,527㎡
②　〃　　　字菖蒲川下平11－3　田　 130㎡
③　〃　　　字菖蒲川下平16－1　田　 3,641㎡
④　〃　　　字菖蒲川下平17－1　田　 1,026㎡
⑤　〃　　　字菖蒲川下谷地2－1  田　 2,628㎡
⑥　〃　　　字新山尻4－1　　　  田　 3,063㎡
⑦大字上市川字桜沢114－1　　　 田　 561㎡
⑧　〃　　　字中坪4－1　　　　 田　 7,027㎡
⑨　〃　　　字中坪4－6　　　　  田　 1,211㎡
⑩　〃　　　字中里山81－16　　  畑　 6,216㎡

※借り手には、農業経営面積などの条件（あっ
せん基準）があります。
●申込期限　平成23年４月22日（金）
●問い合わせ・申込先　
　農業委員会事務局　℡ 62－2111 内線272

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
支
援

浄
化
槽
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

11 2011-03• •Gonohe
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町
図
書
館
で
は
適
正
な
運
営
と

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
利

用
カ
ー
ド
を
10
年
間
利
用
し
て
い

な
い
方
の
登
録
を
年
度
末
に
削
除

し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
昨
年
か
ら
利
用
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
に
つ
い
て
、
新
規
の

利
用
者
の
方
は
有
効
期
限
を
５
年

ご
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
前
に
登
録
さ
れ
た
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
後
（
28

年
４
月
）
を
有
効
期
限
と
し
、
期

限
を
迎
え
る
ご
と
に
登
録
内
容
の

確
認
を
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

□問
町
図
書
館
　
℡
61
│

１
０
４
０

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
支
援
対
象

・
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の

世
帯

・
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

■
支
援
内
容

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
１
台
）」
の
無
償
給
付
（
配
送
）

な
ど
。

□問
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

◆
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援

　
℡
０
５
７
０
│

０
３
３
８
４
０

◆
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

　
℡
０
５
７
０
│

０
２
３
７
２
４

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
た

め
、
適
正
な
管
理
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
次
の

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
定
期
的
な
保
守
点
検

②
年
１
回
の
清
掃

③
法
定
検
査
の
受
検

（
使
用
開
始
後
お
よ
び
年
１
回
）

　
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
が
適
正

に
維
持
管
理
さ
れ
、
本
来
の
浄
化

槽
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
を
判
定
す
る
も
の
で
、
社
団
法

人
青
森
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
１
７
│

７
２
６
│

９
５
０
０
）

が
行
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
使
用
開
始
時
や
廃
止

時
、所
有
者
の
変
更
時
な
ど
に
は
、

八
戸
環
境
管
理
事
務
所

（
℡
０
１
７
８
│

51
│

１
９
０
０
）

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

□問
役
場
建
設
課
（
上
下
水
道
班
）

　
℡
62
│
２
１
１
１
内
線
２
５
２
、２
５
３

　
ふ
る
さ
と
五
戸
町
に
対
し
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
と
し
て
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
寄
付
さ
れ
た
方
の
使
途
希
望

分
野
へ
の
活
用
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
20
年
の
制
度
開
始
か
ら
平

成
23
年
３
月
10
日
現
在
の
状
況
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

●
寄
付
総
額

　
４
３
２
、０
０
０
円

●
寄
付
を
頂
い
た
方

　
平
成
20
年
度

　
鳥
谷
部
哲
三
朗
様（
神
奈
川
県
在
住
）

　
平
成
21
年
度

　
鳥
谷
部
哲
三
朗
様（
神
奈
川
県
在
住
）

　
加
藤
　
　
　
優
様（
埼
玉
県
在
住
）

　
匿
名
希
望
者
様（
神
奈
川
県
在
住
）

　
匿
名
希
望
者
様（
静
岡
県
在
住
）

　
平
成
22
年
度

　
鳥
谷
部
哲
三
朗
様（
神
奈
川
県
在
住
）

　
江
渡
　
成
幸
様（
東
京
都
在
住
）

　
守
田
　
正
三
様（
東
京
都
在
住
）

●
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
ふ
る

さ
と
や
関
わ
り
が
深
い
自
治
体
を

応
援
し
た
い
と
い
う
方
の
想
い
に

お
応
え
す
る
観
点
か
ら
、
自
治
体

に
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
を

し
た
場
合
、
現
在
お
住
ま
い
の
自

治
体
の
住
民
税
・
所
得
税
が
寄
付

額
に
応
じ
て
一
定
額
軽
減
さ
れ
る

制
度
で
す
。

□問
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62
│

２
１
１
１
内
線
２
３
２

　
消
防
署
･
消
防
団
で
は
、
平
成

19
年
８
月
か
ら
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
の
鳴
ら
し
方
を
次
の
よ
う
に
運

営
し
て
い
ま
す
。

●
火
災
の
場
合

「
ウ
ー
ウ
ー
･
カ
ン
･
カ
ン
･
カ
ン
」

と
サ
イ
レ
ン
音
と
鐘
を
交
互
に

鳴
ら
し
て
走
り
ま
す
。

●
交
通
事
故
な
ど
の
救
助
や
、
救

急
車
の
応
援
の
場
合

「
ウ
ー
ウ
ー
」
と
サ
イ
レ
ン
音

だ
け
で
走
り
ま
す
。

□問
五
戸
消
防
署 

℡
62
│

３
１
４
０



３３
2
0
1
1

広
報

広
報

2
0
1
1

V
ol.6

2
1

V
ol.6

2
1

この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
　
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ

ス
プ

リ
ン

グ
コ

ン
サ

ー
ト

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
　
Ｂ
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ス
プ
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グ
コ
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サ

ー
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◆
主
な
内
容
◆

２
 五
戸
町
消
防
団
初
午

３
 木
村
秀
政
賞
６
人
が
受
賞

４
 東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

４
 子
宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

　
 ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
料
に

５
 農
地
の
受
け
手
に
な
る
人
に
規
模
拡
大
加
算
金
を
交
付

８
 公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
で
住
み
よ
い
環
境
を

10 自
衛
官
募
集

11 地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
支
援

12 郷
土
探
訪
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
48景
」

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
　
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ

ス
プ

リ
ン

グ
コ

ン
サ

ー
ト

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑮

　
五
戸
八
幡
宮
の
和
気
清
磨
像
ほ
か
」

タ
ー
ン
　
バ
ッ
ク

町の人口
（前月対比） 

　男　 9,430人　（－13）

　女　10,109人　（－４）

総人口19,539人　（－17）

世帯数 6,990世帯（－２）

平成23年３月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０３９

－１５１３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２１
－１

T
E
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０１７８

－
６２
－
２１１１

　
F
A
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用
さ
れ
て
い
た
。

　
天
満
の
現
局
舎
（
平
成
元
年
10

月
９
日
完
成
）
は
４
回
目
の
移
動

と
な
る
。

【
五
戸
八
幡
宮
の
和
気
清
磨
像
】

　
昭
和
12
年
夏
、
五
戸
八
幡
宮
の

裏
山
に
高
さ
約
６
㍍
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
像
が
建
て
ら
れ
た
。

　
五
戸
銀
行
を
創
設
し
た
三
浦
善

蔵
爺
さ
ん
が
74
年
前
、
建
設
し
た

和
気
清
磨
像
と
い
わ
れ
る
（
異
説

は
建
設
者
三
浦
善
蔵
）。
高
台
か

ら
八
戸
の
市
川
海
岸
ま
で
見
え
た

と
年
寄
り
は
語
る
。

　
十
勝
沖
地
震
の
時
は
、
石
像
が

２
㍍
の
台
座
か
ら
転
げ
落
ち
た
と

い
う
が
、
無
傷
だ
っ
た
と
見
た
町

民
は
さ
さ
や
く
。

　
四
国
の
金
毘
羅
大

権
現
を
ま
ね
て
、
33

体
の
地
蔵
尊
が
お
宮

か
ら
坂
道
に
並
ぶ
。

江
戸
末
期
の
分
限
者

（
金
持
ち
）
が
寄
附

し
た
も
の
で
、
桜
の

花
咲
く
こ
ろ
に
は
幼

稚
園
児
や
小
学
生
の

遠
足
コ
ー
ス
に
な
っ

て
賑
わ
う
。

【
豊
間
内
の
鉄
骨
階
段
】

　
見
事
な
階
段
と
眺
め
の
よ
い
豊

間
内
の
熊
野
山
神
社
。
金
毘
羅
大

権
現
の
頂
上
ま
で
２
０
０
段
以
上

は
あ
り
そ
う

だ
。

　
五
戸
地
方

に
は
戸
来
三

嶽
神
社
、
西

越
三
嶽
神

社
、
又
重
の

新
山
神
社
、

五
戸
天
満
宮

な
ど
の
石
段

の
う
ち
豊
間

内
が
横
綱
級
と
評
す
る
。

　
や
し
ろ
は
集
落
北
側
の
細
道
に

大
き
な
鳥
居
を
く
ぐ
る
。
旗
立
、

唐
獅
子
、
灯
籠
を
横
目
に
第
二
鳥

居
、
そ
こ
か
ら
枕
木
階
段
を
60
数

え
る
。

　
山
の
中
腹
に
は
旧
五
戸
鉄
道
路

線
跡
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
ひ
と
息

つ
い
て
鉄
骨
階
段（
58
段
）を
登
り

再
び
鉄
骨
16
段
を
力
強
く
歩
む
。

三
た
び
枕
木
階
段
（
46
段
）
を
進

む
。
四
つ
目
の
鳥
居
だ
。

　
薬
師
如
来
様
や
金
毘
羅
大
権
現
、

八
代
龍
神
社
、
さ
い
の
神
社
と
小

さ
な
ほ
こ
ら
が
続
く
。
お
宮
の
歴

史
を
調
べ
た
が
、
不
明
で
し
た
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

※
訂
正
と
お
詫
び

　
平
成
23
年
１
月
号
８
ペ
ー
ジ

「
郷
土
探
訪
」
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

明
治
中
期
の
卒
業
證
書

　
○誤
松
坂
の
総
本
家
郁
夫
宅

　
○正
松
坂
の
総
本
家
等
宅

【
五
戸
郵
便
局
の
庁
舎
】

　
五
戸
郵
便
局
は
県
下
で
も
４
番

目
に
古
い
開
設
で
あ
る
。
明
治
５

年
７
月
１
日
（
１
８
７
２
年
）
と

い
わ
れ
る
か
ら
１
３
９
年
前
。

　
初
代
は
三
浦
安
兵
衛
（
三
浦
道

太
郎
・
野
辺
地
町
長
の
祖
父
）
が

五
戸
郵
便
取
扱
所
長
を
16
年
間
勤

め
て
十
和
田
湖
休
屋
ま
で
配
達
し

て
い
る
。

　
こ
の
写
真
は
明
治
38
年
、
高
雲

寺
入
口
東
側
に
戦
前
ま
で
残
っ
て

い
た
近
代
的
な
建
物
で
、
１
階
は

事
務
室
、
２
階
は
電
話
関
係
に
使

五戸郵便局として近代的な建物ができた

四国の金毘羅様をまねて八幡宮の裏山に
和気清磨像が完成（昭和12年夏）

に
ぎ

素
晴
ら
し
い
鉄
骨
の
階
段
が
熊
野
山
神
社
（
豊
間
内
）
に
出
来
た

五
戸
町
を
活
動
拠
点
と
す
る
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
タ
ー
ン
バ
ッ
ク

が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
町
立
公

民
館
に
多
く
の
町
民
が
駆
け
付
け

ま
し
た
。
　
関
連
記
事
…
６
ペ
ー
ジ

Gonohe• •2011-03 12

ひ
と
し



※日程は変更になることがあります。詳細については広報・回覧等をご確認ください。

年　間　行　事　予　定保存版
月 日 行事名 場　所

なし

はつうま

納　　期

29日～5月4日 春季スポーツまつり ひばり野公園ほか

5月～3月 リフレッシュ健康体操 町立公民館

11・12日 三戸郡総合体育大会 主会場：新郷村

3日（予定） 町民登山 未定

30・31日（予定）ごのへ夏まつり ひばり野公園

20・21日 青森県民体育大会 主会場：青森市

2～4日 五戸まつり 中心街

3日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

4日 青森県民駅伝競走大会 青森市

16日 五戸町戦没者追悼式 町立公民館

25日 町民運動会 ひばり野公園

9日 町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

9・10日 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 小渡平公園

未定 町民歩こう会 未定

4～6日 五戸町産業と文化まつり 五戸ドームほか

4～6日 五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

中旬 町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

4日 五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

8日 五戸町成人式 町立公民館

9日 新春マラソン大会 ひばり野公園

15日 フットベース交流大会 五戸ドーム

1月～3月 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

未定 町長と地域住民との懇話会 町内各地域

未定 五戸町スキー教室 八幡平リゾートパノラマスキー場

4日 五戸町消防団初午 中央商店街通りほか

1日 五戸地区消防団連合観閲式 中央商店街通り・五戸小学校ほか

16日 五戸ごみ０運動 町内全域

30日 五戸春まつり 歴史みらいパーク野外ステージ

4

5

7

6

8

2

3

9

1

10

11

12

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

国

民

健

康

保

険

税

介
護
保
険
料

町

県

民

税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

１期

２期

４期 ５期

８期

３期

１期 １期

１期

２期

４期 ６期 ２期

３期 ３期 ２期

３期 ４期

２期 １期

全期

７期 ４期



平成23年

2011年

月月
日 記念日等 行　　事　　等

1

2

3

4

5

6

7

8

金

土

火

月

木

水

火

月

水

日

金

土

木

金

土

日 火

月

木

水

火

月

水

日

金

土

木

金

土

日

9

10

11

12

13

14

15

16
このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

記念日等日 行　　事　　等

行事についての問い合わせ先　五戸町役場• •62－2111

● 五戸春まつり　11：00～　歴史みらいパーク駐車場（野外ステージ）

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

月　間　メ　モ
土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　４/１～５/31　役場税務課

平成21年度資産証明書発行開始

　４/１～　　　役場税務課・各支所

河川美化月間

「ブラット君」

３歳児健康診査（19年12月・20年１月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

４か月児健康診査（22年12月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

６か月児健康相談（22年８・９月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

44

高齢者交通安全の日

家庭の日

昭和の日

献血
ご協力ください！！

４月14日（木）
 9：30～11：30　町立公民館

13：00～14：00　やまばと寮

14：50～16：00　東北三吉工業㈱

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

7：00～20：00 町内各投票所● 青森県議会議員一般選挙投票日（予定）

ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

県民交通安全の日

世界保健デー

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）
切谷内・蛯川地区巡回● 狂犬病予防注射

10：00～12：00 町立公民館

ごみのない
きれいなまちづくり

■６：００～
■雨天決行

春の火災予防運動
4/11（月）～4/17（日）

2011こどもの読書週間
4/23（土）～5/12（木）

五戸ごみ０運動
４月16日（土）

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」

○寝たばこは絶対にしない。
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

「こどもの読書週間」は第53回を迎えま
した。

●こどもに読書を勧め、さらに大人も
こどもの読書の大切さを
　考えましょう。

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近の協力体制を作る。

なし

３
つ
の
対
策

４
つ
の
対
策

こどもの
読書週間

「友だち100冊つくるんだ」「消したかな」　あなたを守る　合言葉

町内全域6：00～● 五戸ごみ０運動
なし

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日
● 献血

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

上記参照

春
の
火
災
予
防
運
動

春
の
火
災

予
防
運
動

２
０
１
１
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

春
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

● 春季スポーツまつり（～５月４日）
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8：30～　ひばり野公園（雨天：５月１日に順延）
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　8：30～　ひばり野公園（雨天：五戸ドーム）
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　8：30～　ひばり野公園
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　8：30～　五戸中学校体育館

　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8：30～　ひばり野公園（雨天：５月１日に順延）

倉石地区巡回● 狂犬病予防注射

五戸地区巡回● 狂犬病予防注射

五戸地区巡回● 狂犬病予防注射

豊間内・浅田地区巡回● 狂犬病予防注射

上市川地区巡回● 狂犬病予防注射

13：30～16：00 町公民館● 行政相談

8：30～ 五戸ドーム

10：30～12：00 町図書館

● 五戸地方親善ゲートボール大会

● 絵本のへや
倉石地区巡回● 狂犬病予防注射
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月月
日 記念日等 行　　事　　等

1

2

3

4
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記念日等日 行　　事　　等

行事についての問い合わせ先　五戸町役場• •62－2111

● 五戸春まつり　11：00～　歴史みらいパーク駐車場（野外ステージ）

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

月　間　メ　モ
土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　４/１～５/31　役場税務課

平成21年度資産証明書発行開始

　４/１～　　　役場税務課・各支所

河川美化月間

「ブラット君」

３歳児健康診査（19年12月・20年１月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

４か月児健康診査（22年12月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

６か月児健康相談（22年８・９月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

44

高齢者交通安全の日

家庭の日

昭和の日

献血
ご協力ください！！

４月14日（木）
 9：30～11：30　町立公民館

13：00～14：00　やまばと寮

14：50～16：00　東北三吉工業㈱

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

7：00～20：00 町内各投票所● 青森県議会議員一般選挙投票日（予定）

ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

県民交通安全の日

世界保健デー

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）
切谷内・蛯川地区巡回● 狂犬病予防注射

10：00～12：00 町立公民館

ごみのない
きれいなまちづくり

■６：００～
■雨天決行

春の火災予防運動
4/11（月）～4/17（日）

2011こどもの読書週間
4/23（土）～5/12（木）

五戸ごみ０運動
４月16日（土）

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」

○寝たばこは絶対にしない。
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

「こどもの読書週間」は第53回を迎えま
した。

●こどもに読書を勧め、さらに大人も
こどもの読書の大切さを
　考えましょう。

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近の協力体制を作る。

なし

３
つ
の
対
策

４
つ
の
対
策

こどもの
読書週間

「友だち100冊つくるんだ」「消したかな」　あなたを守る　合言葉

町内全域6：00～● 五戸ごみ０運動
なし

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日
● 献血

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

上記参照

春
の
火
災
予
防
運
動

春
の
火
災

予
防
運
動

２
０
１
１
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

春
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

● 春季スポーツまつり（～５月４日）
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8：30～　ひばり野公園（雨天：５月１日に順延）
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　8：30～　ひばり野公園（雨天：五戸ドーム）
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　8：30～　ひばり野公園
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　8：30～　五戸中学校体育館

　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8：30～　ひばり野公園（雨天：５月１日に順延）

倉石地区巡回● 狂犬病予防注射

五戸地区巡回● 狂犬病予防注射

五戸地区巡回● 狂犬病予防注射

豊間内・浅田地区巡回● 狂犬病予防注射

上市川地区巡回● 狂犬病予防注射

13：30～16：00 町公民館● 行政相談

8：30～ 五戸ドーム

10：30～12：00 町図書館

● 五戸地方親善ゲートボール大会

● 絵本のへや
倉石地区巡回● 狂犬病予防注射



三種混合　　　　　　予防接種
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2011年

平成23年

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　4/1～5/31　役場税務課

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）

消費者被害防止月間

水防月間

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

１歳６か月児健康診査（21年10・11月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

交通事故死
ゼロを目指す日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

月5

２
０
１
１
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

● 春季スポーツまつり（～５月４日）
　  三戸郡下中学校ソフトテニス大会　　　　　　8：30～　ひばり野公園（雨天：五戸ドーム）
　  五戸うまっこマラソン大会　　　　　　　　　8：30～　ひばり野公園
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　　8：30～　ひばり野公園

　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　　8：30～　ひばり野公園

● 春季スポーツまつり（～５月４日）
　  五戸地方ミニバスケットボール大会　　　　　8：30～　倉石スポーツセンター

8：00観閲 中央商店街通りほか● 五戸地区消防団連合観閲式


